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日本現代中国学会 2009 年度関西部会大会のご案内 

  

 4 回目の開催となります 2009 度関西部会大会のプログラムをお届けいたします。周囲の

方々にもお声をかけていただき、多数ご参加いただきますようお願いいたします。 

出欠につきましては、添付しました「参加申込書」にご記入の上、6 月 3 日(水)までに、

電子メールもしくはファックスにて事務局総務宛ご回答ください。会場の都合上、事前に

参加人数を把握する必要がございますので、お手数ですがご協力くださいますよう、よろ

しくお願いいたします。 

  参加申込書 送信先 関西部会事務局（総務）日野みどり 

電子メール：hino[at]kinjo-u.ac.jp    （[at]を＠に書き換えて下さい） 

ファックス：052-799-2196（金城学院大学現代文化学部：「日野宛」と明記願います） 

 

日本現代中国学会 2009 年度関西部会大会 

〈プログラム〉 

日時 2009 年 6 月 13 日（土）10:00～17:30（受付は午前 9 時 40 分より開始） 

会場 大阪市立大学文化交流センター（大阪駅前第二ビル 6F） 

参加費 無料（懇親会費用は別途） 

 

［自由論題報告］ 

＊報告 30 分、コメント 10 分、討論 10 分 

 

【政治・社会分科会】（6F 大セミナー室） 

司会 松村嘉久（阪南大学） 

第一報告（10:00～10:50） 

関穎（立命館大学大学院国際関係研究科）「合同（共同）軍事演習の新展開―中国の「新安

全保障観」との関連」 

［コメンテーター］服部隆行（愛知学院大） 

第二報告（10:50～11:40）  

畢麗傑（立命館大学大学院国際関係研究科）「中国における高齢者介護の社会化と在宅介護」 

［コメンテーター］真殿仁美（九州看護福祉大学） 

昼食休憩（11:40～12:40） 

第三報告（12:40～13:30） 

聶海松（東京農工大学大学院）「中国海南省における高齢者生活に関する研究―2008 年の調

査から」 

［コメンテーター］許海珠（国士舘大学） 
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【文学･思想分科会】（6F 第 2 研修室） 

司会 杉本雅子（帝塚山学院大学） 

第一報告（10:00～10:50） 

南真理（大阪市立大学大学院文学研究科）「現代中国の抗日戦争テレビドラマについて」 

［コメンテーター］好並晶（近畿大） 

第二報告（10:50～11:40）  

大野陽介（大阪市立大学非常勤講師）「建国初期の現代戯にみる女性像について―「劉巧児」

を中心に」 

［コメンテーター］田村容子（福井大学） 

昼食休憩（11:40～12:40） 

第三報告（12:40～13:30） 

吉田世志子（関西大学大学院中国文化専攻）「「百花斉放」から「反右派闘争」の中の老舎

―『茶館』を中心に」 

 ［コメンテーター］石井康一（甲南大学） 

 

【経済分科会】（6F ホール） 

司会 上原一慶（大阪商業大学） 

第一報告（10:00～10:50） 

登り山和希（大阪市立大学大学院経済学研究科）「企業改革下における上海港湾企業の変化

と課題」 

［コメンテーター］有田正文（財団法人・大阪国際経済振興センター） 

第二報告（10:50～11:40）  

堀喜丈（中京大学大学院商学研究科）「中国における小口融資会社の発展と諸問題」 

［コメンテーター］白石麻保（北九州市立大学） 

昼食休憩（11:40～12:40） 

第三報告（12:40～13:30） 

韓光燦（京都大学経済学研究科・日本学術振興会外国人特別研究員）「鞍鋼における余剰人

員の整理と削減―ソフト予算制約の解消の視点から」 

［コメンテーター］李捷生（大阪市立大学） 

 

【歴史分科会】（6F 小セミナー室） 

司会 石黒亜維（大阪商業大学） 

第一報告（10:00～10:50） 

新地比呂志（明石市立二見小学校教諭）「改組派の結成と中国共産党との相克」 

［コメンテーター］橋本浩一（守口市立八雲東小学校） 

第二報告（10:50～11:40）  
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王雪萍（関西学院大学言語教育研究センター）「中国の歴史教育課程における階級闘争史観

の変容―「教学大綱」と歴史書の記述の変化を中心に」 

［コメンテーター］三好章（愛知大学） 

昼食休憩（11:40～12:40） 

第三報告（12:40～13:30） 

大西広（京都大学経済学研究科）「チベット農奴制の歴史的な位置づけについて」 

［コメンテーター］川田進（大阪工業大学） 

 

［休憩 13:30～13:40］ 

 

［共通論題］13:40～17:30 

「現代中国」――問われる正統性とその再構築過程 

座長：佐々木信彰（大阪市立大学） 

13:40～14:00 問題提起：西村成雄（放送大学） 

パネリスト／討論者： 

14:00～14:40【政治・法律領域】 

 高見沢麿（東京大学）／宇田川幸則（名古屋大学） 

14:40～15:20【経済領域】 

 加藤弘之（神戸大学）／劉徳強（京都大学） 

15:20～15:30 休憩 

15:30～16:10【歴史領域】 

 三品英憲（和歌山大学）／田中仁（大阪大学） 

16:10～16:50【文学・思想領域】 

 瀬戸宏（摂南大学）／宇野木洋（立命館大学） 

16:50～17:30 全体討論 

＊ 問題提起の詳細は文書末をご覧下さい。 

 

［懇親会］（18:00～20:00） 

会場 ニューミュンヘン本店（お初天神通り） 

会費 一般 5,000 円 学生（院生）3,000 円 

＊参加希望者は必ず事前に出席のご連絡をお願いします。 

 

●関西理事会のご案内 

昼食休憩中に関西理事会を開催いたします。関西理事の方は、6 月 3 日（水）までに出欠を

事務局宛お知らせください。 
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●参加者の皆さんへ 

１．当日の昼食は周辺のレストランなどをご利用になるか、お早めに周辺のコンビニなど

で弁当などを購入するようお願いいたします。 

２．出張依頼状は公印を押す必要があるため、全国事務局で発行します。必要とされる方

は、下記宛ご連絡ください。 

〒166-8532 東京都杉並区和田 3-30-22 大学生協学会支援センター内 日本現代中国学

会事務局  

Tel 03-5307-1175、 Fax 03-5307-1196 

E-mail: genchu@univcoop.or.jp 

３．関西部会大会では、学会費の取り扱いはいたしません。学会費は本部事務局に納入く

ださい。本部事務局振替口座番号は、学会ＨＰに記載されています。 

４．会場にはコピー機が設置されていません。報告者の方は、配布資料をあらかじめ印刷

してご持参下さい。 

 

●会場へのアクセス 

大阪市立大学文化交流センターウェブサイトの「アクセス」をご参照ください。 

http://www.osaka-cu.ac.jp/faculties/bunko/access.html 

 

日本現代中国学会関西部会事務局 

〒651-2103 神戸市西区学園西町 3-1 

流通科学大学商学部・辻美代研究室 

連絡先（総務・日野みどり） 

電子メール：hino@kinjo-u.ac.jp 

ファックス：052-799-2196（金城学院大学現代文化学部：「日野宛」と明記願います） 

-------------------------------- 

【共通論題 シンポジウム 問題提起】 

「現代中国」――問われる正統性とその再構築過程 

 現代中国政治の大転換から 30 年を経た今日、中国社会はひとつの構造化された枠組のな

かでさまざまな矛盾の噴出に直面している。とりわけ 2008 年秋以来の国際経済の変動は今

後どのように中国に影響するのだろうか。 

 昨年の関西大会と全国大会では、いずれも改革開放の 30 年をどうとらえるのか、各分野

からの刺戟的報告をめぐり活発な議論が展開された。しかも、本年の全国大会は「中華人

民共和国の 60 年―中国はなにを成し遂げ、どこに向かっているのか」をテーマとした国際

シンポジウムが企画されている。 

 こうした蓄積のうえに、本年度の関西大会シンポジウムは、「100 年中国」をも視野に入

れた展望のもとに、「支配の正統性」の視覚から現代中国を再認識する課題を設定した。た
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とえば、中国政治はどのような支配の正統性原理をもって制度化し運用してきたのか、ま

た中国社会の側はどの程度その正統性を受容しつつ抵抗してきたのか、など、21 世紀中国

のゆくえを見きわめるうえで重要な論点が内在している。そして、そこから導かれる正統

性の再構築過程の特徴とその矛盾の所在を再認識することは、中国理解のために新たな「支

点」を獲得する契機になるだろう。 

 各領域からこうした課題に接近する四人のパネリストと討論者をおねがいし、「現代中

国」の再認識を大胆に提起していただき、現代中国研究の一層の発展を期待したい。 

以上 

 


